
676　（676－682） 小児保健研究

研 究

肢体不自由児の母親における

社会資源の利用プロセスの検討

中井　敦美1），深澤美華恵1），名川 勝2），小畑　文也3）
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〔論文要旨〕

　肢体不自由児の母親と社会資源をより円滑に結び付けるためには，母親の主観的な側面（気持ち）に配慮したア

プローチが重要であると考えられる。そこで本研究では，母親が社会資源の利用に至るまでの心理的なプロセスを

明らかにすることを目的とした。その結果，母親が社会資源を利用することに対して負担感を感じており，それが

社会資源の利用を抑制する要因になっていることが明らかになった。さらに，専門職のアプローチの観点を検討し

たところ，「利用する負担感へのアプローチ」など6つの観点が示唆され，専門職が母親の負担感などに配慮した

アプローチをすることで，提供した情報がより活かされ，社会資源の利用につながるものと考えられた。

Key　words：肢体不自由児，母親，社会資源，質的研究（グラウンデッド・セオリー・アプローチ）

1．問題の所在と目的

　1981年の国際障害者年を契機としてノーマライゼー

ションの思想が浸透し，重度の障害があっても地域で

生活することや1），社会参加の促進，QOLの向1上など

の観点から，障害児に対するさまざまな療育，教育，

余暇活動支援などが行われてきた。しかし，母子訓練

などの療育システム，母親の付き添いを要件とした学

校教育，母親のボランティア協力による作業所運営な

どに見られるように，障害児の教育，福祉活動は母親

のマンパワーを前提に成立している2）とも指摘されて

いる。現在のわが国では，在宅障害児の主たるケア者

の8割から9割が母親であり3・4），特に肢体不自由児

においては，体力を要する身体的なケアも多いため，

母親の健康問題も指摘されている5・6）。また，子ども

の成長と母親の加齢が同1時に進行することを考えれ

ば，生涯にわたるケアを母親が一手に担うことは困難

である。そのため，母親はすべてのケアを担って生活

することより，必要な援助を認識し，社会資源を活用

していくことが重要である。

　しかし，専門職が障害児の母親に対して，ニーズに

合った社会資源の情報を提供しても，実際には活用に

至らなかった事例が報告される7）など，社会資源を有

効に活用できていない現状も存在する。その要因の1

つとしては，客観的には望ましい支援であっても，母

親の主観的なとらえ方によっては社会資源が活かされ

ないことが考えられている8）。したがって，社会資源

と肢体不自由児の母親を結び付けるためには，社会資

源の数や内容を充実させることに加え，母親の主観的

な側面（気持ち）に配慮した支援が必要である。

　そこで本研究では，母親の主観的な側面に配慮した

支援を行うために，まず肢体不自由児の母親が社会資

Study　of　Process　about　Using　Social　Resource　in　Mothers　of　Physically－disabled　Child

Atsumi　NAKAi，　Mikae　FuKAzAwA，　Masaru　NAGAwA，　Fumiya　OBATA

l）筑波大学大学院人間総合科学研究科（大学院生）

2）筑波大学大学院人間総合科学研究科（講師）

3）山梨大学教育学研究科（教授）

別刷請求先：中井敦美　筑波大学大学院人間総合科学研究科

　　　　　〒305－8575茨城県つくば市天王台1－1－1筑波大学障害科学系

　　　　　Tel／Fax　：　029－853－4728

　　（2210）

受付10　2．12

i採用11　6．13

Presented by Medical*OnlinePresented by Medical*Online



第70巻　第5号，2011

源を利用するまでのプロセスを分析し，主観的な側面

が社会資源の利用にどのような影響を与えているかを

明らかにすることを目的とした。さらに，明らかになっ

たプロセスをもとに，支援を提供する専門職が母親の

気持ちに配慮したアプローチを実施するための観点を

検討した。

皿．方 去

1．対象者

　A県内の特別支援学校および特別支援学級に在籍し

ている，または在籍していた肢体不自由児の母親16名

を対象とした。対象者は，現在までに何らかの社会資

源を利用していることを条件とした。肢体不自由児に

ついては，身体障害者手帳の交付を受けていれば重

複する障害の種別や程度は問わないこととした。

2．調査手続き

　調査者と対象者が1対1の場面で半構造化面接を実

施し，対象者の承諾を得たうえで録音によって面接内

容を記録した。1名あたりの面接所要時間は1時間～

3時間半で，平均は約2時間であった。面接は2007年

8月から11月にかけて，調査者1名が実施した。

3．調査内容

　本研究で採用した分析方法をふまえ，対象者に自由

に語ってもらえるように質問内容を設定し，面接を進

めながら調査者が適宜質問を加えた。主な質問内容は，

「現在利用している社会資源について」，「過去に利用

したが，利用を中止した社会資源について」，「社会資

源を利用することになった経緯」，「社会資源を利用し

ないと判断した時の理由について」，「初めて社会資源

を利用したときから現在に至るまでの気持ちの変化」

などであった。

4．用語の定義

　本研究において用いる「社会資源」とは，対象者が

社会資源を利用していたそれぞれの時期における法制

度に基づき提供された公的な支援を指し，ボランティ

アなどのインフォーマルな資源は含めないこととす

る。また，「専門職」とは，社会資源提供者に加え，

医療関係者や保健師など障害児とその家族に関わる機

会をもつ職種を指す。
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5．倫理的配慮

　調査の趣旨を事前に書面で説明し，同意が得られた

場合のみ調査を実施した。調査結果は研究以外に使用

しないこと，個人名を公表しないことなどを伝え，面

接中に回答を拒否したり，面接の中止を求めたりでき

ることとした。

6．分析方法

　質的研究法の一種である修正版グラウンデッド・

セオリー・アプローチ（以下，M－GTA）を用いた。

M－GTAは，ヒューマンサービス領域の研究に適して

おり，1つ1つのデータに基づいて理論を生成するこ

とで，プロセスの特徴を明らかにできるものである9）。

本研究がヒューマンサービスの領域を対象に，社会資

源を利用するまでのプロセスを明らかにすることか

ら，M－GTAが最も適した方法であると判断した。

7，分析手続き

　分析にあたっては，多様な解釈を十分に検討し，恣

意的な解釈を防ぐため，調査者に加えて，障害科学を

専攻する大学院生7名の計8名で分析作業を行った。

分析方法全体については，M－GTAを用いた研究を原

著論文として発表した経験のある者にスーパーバイズ

を受けた。

i）オープンコーディング

　面接において録音した記録を逐語録に起こし，デー

タとして用いた。まずは1人目のオープンコーディン

グを行った。2人目以降は，それぞれのデータがどの

概念の類似例もしくは対極例であるかの判断や，新し

い概念の生成，各概念の修正や統合を行うことで各概

念を精緻化した。

ii　）選択的コーディング

　2人目以降のオープンコーディングと並行して選択

的コーディングを行い，カテゴリーを生成した。

iii）理論的飽和化の判断

　データを増やしても，すでに生成された概念の確認

となり，新たに概念を生成する必要がなくなったとこ

ろで，理論的飽和化に達したと判断し，分析作業を終

了した。

iv）結果図とストーリーラインの作成

　生成されたカテゴリーを用いて結果図を作成する過

程で，共通の上位概念でまとめられるカテゴリーが存

在したため，それらのカテゴリーをまとめてカテゴ
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リーグループ（以下，CG）を編成し10），結果図を作

成した。さらに結果図を簡潔に説明するストーリーラ

インを作成した。

v）結果の確認

　分析の結果を対象者に提示して意見を求めたとこ

ろ，「自分の気持ちが形になっている」等の回答があり，

結果を支持する意見が得られた。これにより，分析の

結果が対象者の経験してきたプロセスを表しているも

のと判断した。

皿．結 果

1．対象者の属性

対象者の属性を表1に示した。

2．各カテゴリー

　分析によって生成された各CG・10のカテゴリー・

15の概念名と，データの一例を表2に示した。データ

内の（）は調査者による補足である。また，データ

の一例には便宜的に通し番号をつけ，結果・考察とデー

タとの関係を示すために用いる。

3．結果図

　表2の各CG・カテゴリー・概念をもとに作成した

結果図（母親が社会資源を利用するまでのプロセス）

を図1に示した。

　社会資源を利用するまでのプロセスは，一度で完結

するものではなく，肢体不自由児を養育する過程で何

度も同じプロセスを繰り返しながら，社会資源の利用

形態を変化させることが明らかになった。図1は，そ

の1プロセスを拡大して示したものである。

4．ストーリーライン

結果図を簡潔に表現するストーリーラインは以下の

ように作成された。文中で示される【】はCG名，〈〉

表1　対象者（16名）の属性

母親の年齢 36歳～54歳

母親の職業

専業主婦

パート

自営業

名
名
名

夙
U
7
●
り
0

肢体不自由児の年齢

7～12歳（小学生）

13～15歳（中学生）

16～18歳（高校生）

18～19歳（高卒生）

社
名
名
名

7
6
3
■
⊥
F
O

小児保健研究

はカテゴリー名，　は概念名，（）はデータ番号で

ある。

　ケアを中心的に担っている母親は，自身の不在（1

～3）や家族の協力不足（4～6），子どもの成長（7

～9）などによる〈ケアの限界〉や，意識的に〈きょ

うだいのため〉の時間を作る必要性（13）に加え，今

のケアをこのまま継続していくことができないこと

（12）や，子どもを社会資源に慣らす必要性（10，11）

などのく将来の予測〉によって，社会資源を【利用す

る必要性】を認識する。それと同時に，母親は社会資

源を【利用する負担感】を抱く。社会資源を【利用す

る負担感】とは，社会資源の導入による負担増加（14，

15）や支援者の目を気にすること（16，17），支援者

に対する一方的な気遣い（18，19）など社会資源の利

用によって〈母親の負担感が増加〉することである。

それに加え，社会資源を利用することに対して〈家族

が抵抗感〉を示すこと（20，21）も，社会資源を【利

用する負担感】として認識する。これらの【利用する

必要性】と【利用する負担感】をふまえ，母親は〈利

用する／しないの選択〉（26）を行う。その選択は，

母親が自身の〈ケアの負担感〉をどのように評価して

いるか（22，23）に影響を受けており，〈信頼できる

人の勧め〉（24，25）は，社会資源を利用する選択の

後押しとなる。〈利用する／しないの選択〉の結果，

利用することを選択した場合には，利用の準備もしく

は実際の利用に至る。利用の準備として社会資源に

何らかのアクセスをした場合は，〈利用準備時の評価〉

に影響され，実際には利用しない選択に至ることがあ

る（28）。実際に利用に至った場合には，母親と子ど

もは利用した社会資源に対して〈利用後の評価〉をす

る（29，30）。この〈利用後の評価〉は，その社会資

源の利用を継続するかどうかだけでなく，次の社会資

源の利用プロセスにも影響を及ぼす。このプロセスを

何度も積み重ねながら母親は社会資源の利用を選択し

ている。

】V。考察（アプローチの観点）

　結果において，筆者らが最も着目した点は，母親が

社会資源を利用することに対して，負担を感じている

という点であった。社会資源を利用する負担感として，

具体的には送迎，手続きのわずらわしさ，行事への参

加・協力などに加え，同居する家族から社会資源の利

用を反対されることも挙げられた。結果図から考える
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図1　肢体不自由児の母親が社会資源を利用するまでのプロセス

と，社会資源を利用する負担感が大きくなるほど，利

用には結びつきにくくなることは明らかであり，これ

らに対する適切なアプローチが必要であるといえる。

　本研究で明らかになった母親が社会資源を利用する

までのプロセスから，専門職のアプローチの観点とし

て，以下の6点が考えられた。

1．利用する負担感へのアプローチ

　社会資源の利用を抑制する要因として，手続きや送

迎（14），行事への参加（15）など，社会資源を導入

することによる母親の負担増加が明らかになった。送

迎や行事については，社会資源側もマンパワーを必要

としているため，地域の人材をコーディネートするこ

とでマンパワーを補い，社会資源と母親による負担の

抱え込みを解消することが必要である。また，母親は，

専門職が「子どもや家族の立場に立つ」という態度を

肯定的に評価し，「事務的」な対応を否定的に評価す

ることから11），導入による負担を実質的には軽減でき

ない場合でも，専門職が「母親がやって当たり前」と

いう姿勢ではなく，母親の負担感を「理解しようと努

める」ことで，母親の負担感を緩和できる可能性が示

唆された。

2．利用する必要性を認識できるアプローチ

　日常生活全般にわたってケアを実施する母親は，育

児とケァが混在したなかで生活している1）ため，「親

の役割」と「ケアの役割」を同一視していると考えら

れ，本研究でも，「ケアは大変であるが，ケアをしな

いと何をしていいかわからなくなる」といったデータ

がみられた。そのような母親に対しては，「親の役割」

と「ケアの役割」を分離して，「ケアの役割」は社会

資源と共に担っていくものであるという認識をもてる

よう，早期からアプローチすることが必要であると考

えられた。

3．予防的に利用するためのアブ1ローチ

　本研究では，『腰も辛かったし，いろんなところを

見学はしていたんですが，結局は（自分が）寝込むよ

うになって（使った）。』などのように，ケアの負担感

が増大していても，健康状態が限界に達するまで社会
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資源を利用できない現状もうかがわれた。したがって，

ケアの負担感が限界に達することを予防する手段とし

ても社会資源の利用を可能にしていく必要性があると

考えられた。レスバイトサービスについては，ケアの

負担に対して予防的に利用できるとされているが12），

他の社会資源についても，予防的な利用に対する積極

的な対応が求められる。また，母親が子どものケアの

大半を担っている現状のなかで，母親の健康状態に影

響が及ぶと，最終的には子どもの生活にも困難が生じ

ることは明白であり，母親が「自身の健康を害するま

でケアを続ける」のではなく，「自身の健康管理は子

どもにとっても重要」であることを認識できるように，

意識の変化を促す必要があるといえる。

4．子どもと母親だけではなく，家族全体へのアプローチ

　母親が社会資源を利用する必要性を感じていても，

父親をはじめとした家族が抵抗感を示す（21）ことに

より，利用を抑制されることが明らかになったことか

ら，専門職は家族に対しても直接的にアプローチする

ことが必要であると考えられた。家族の抵抗感の背景

にある要因としては，肢体不自由児のケアの現状や母

親が置かれている状況についての理解不足，「母親の

役割」と「ケアの役割」の同一視（20），社会資源を

利用することへの偏見などがあった。そのため専門

職は，肢体不自由児や母親を中心として，父親祖父

母，きょうだいに対して同心円堂にアプローチするこ

とで，家族の理解を得ることに加え，肢体不自由児が

生活する家庭全体にとって必要な社会資源を提案する

ことが重要である。

5．ピア関係を構築するアプローチ

　本研究では，ピアである他の障害児の母親からの意

見は全面的に受け入れられていた（24，25）一方で，

専門職の意見は必ずしも肯定的に受け入れられていな

かった。他の障害児の母親というピアは，実際には問

題が解決しなくても意味のある存在であり13），専門職

の意見を受け入れ難いと感じている母親に対しては，

ピアと協働して情報提供をすることも有効である。さ

らに，本研究においては，保健師がピアを紹介し，そ

のピァから直接的にアドバイスを受けたことによって

社会資源の利用に結びついた事例が存在したことか

ら，専門職が間接的に体験談を伝えるだけではなく，

ピア同士の直接的な関係の構築に寄与することも有効
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なアプローチであると考えられた。専門職とピアとの

協働を円滑に進めるためには，専門職が日常的にピァ

グループなどと接点を持ち，必要に応じて協力し合え

る関係を構築しておくことが必要であるといえる。

6．利用後の継続的なアプローチ

　社会資源を利用するプロセスは一度で完結するもの

ではなく，何度も繰り返しているという実態をふまえ

れば，一度社会資源を利用できたことでアプローチが

完結するとはいえない。社会資源を利用した後に必

要なフォローアップとして，その社会資源が利用者

に合っているか，問題を抱えていないかを確認し，解

決することなどが指摘されている14）が，利用後のフォ

ローアップでは特に問題がなかった場合でも，肢体不

自由児や家族の状態は常に変動し，それに伴って必要

となるサービスの量も質も変化する。したがって，専

門職は一時的・受身的な対応ではなく，肢体不自由児

と家族の状態を把握したうえで，継続的・積極的にア

プローチすることが重要であるといえる。

V．ま　と　め

　本研究の結果から，母親が社会資源を利用すること

に対して負担感を感じており，それが社会資源の利用

を抑制する要因になっていることが明らかになった。

そのため専門職は，客観的に情報を提供することに加

え，母親の負担感などに配慮し，少しでも利用する負

担を軽減するようなアプローチをすることによって，

提供した情報がより活かされ，社会資源の利用につな

げることができると考えられる。

　本研究では，肢体不自由児の母親全般において共通

しているプロセスを明らかにすることができたが，今

後は，子どもの障害の種別や程度地域特性，母親の

年齢による違いなど，属性による影響も検討していく

必要がある。さらに，今回の対象者には含まなかった

社会資源を全く利用したことがない母親にも，このプ

ロセスを用いてアプローチできるのかを検討する必要

がある。
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（Summary）

　It　is　dificult　for　mothers　to　single－handedly　take　care

of　physically　handicapped　children．　Therefore　it　is　cru－

cial　to　take　into　consideration　the　mother’s　subjective

requirements　when　designing　the　social　resources．　This

would　ensure　that　the　social　resources　tie　in　smoothly

with　the　mother’s　needs　．

　The　purpose　of　this　study　was　to　investigate　the　psy－

chological　processes　that　underlie　the　mother’s　decision

whether　or　not　to　use　the　social　resources，　lt　was　found

that　the　psychological　processes　included　the　mother’s

worry　that　“the　social　resources　are　a　burden”　etc．

Based　on　these　findings　and　the　current　approach　of　the

professionals，　six　viewpoints　were　suggested　to　aid　the

design　for　better　social　resources．

（Key　words）

physically　handicapped　children，　mother，　social　re－

source，　qualitative　research　（grounded　theory　ap－

proach）
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